
12　食　物

A 22 こんぶﾌｾﾞし付・呻･＼±に関与する嘔因につ、11

東京叡政大家政　〇猪ｲ哭弟知丿　珂村J ジ子

C(杜)日本家政学会

　s 的　13 常r)調il.r. おいマ．こ乙ぶだIし叶の品賀に'いヽy ')差りりるJうI- 氾われる.

？こプ，こんぶだし叶O 品質に関与すろ孕旧£明りヽにし）^料に応むヽt: 適切なti'レ十o

と･) ちと知るこりに, 次り袈験き行バこ．

　名店　こんぶり後用量り水,に対し7 5%とした．ます日高こ心ぶA If]>.バT>^羞> ～2o °c

り水に^o分～谷時開署濠した場合おＪび,しらA れ7 好でjでとw °cでI - 5 分々熱した

場合^だ几叶に~> -)マ粘考■ 透明4，pH と冽支レ丿.,レ･t ー1レ態I煮. 7ン/リ質，ﾌ" lﾚ

ｸ'^ン岐き疋量し1' ．次に，等剱,の異々る日あこん乱異こんぶし羅臼こんぶ・ほぼ同一

部位お^ 1/. 羅臼こAy ぶ｀の根も･中央彝．集先の名･郵七にっ丿1 . ･l<りヽ!3Tv化了知秘レ

9いC -Iどりだレ上記と同一Ji Sにつヽ，マ比較検討I f'-.

　効果　こんぶいにに浸墳した場合o）T-:し寸にト浸墳時聞o 経過1-伴卜　徐々,こ戚凌，岬

乍上一昇し透明湊')■''低キする．ブ1レタこン酸ヽムレも，Iレ態奮奮・タン/ヽリ質素,ｺヽ，ずれ心

60令痙で平衡状態とりリバ5時明以にIt りゐ乙や卜氏下する．こん,Zりりりヽ5 >ヽ,nて卯典

L だ場合･i　加熱条件にj る差i3ほとんどなく. f り値･ﾕ.水r-60分岐４した場合^ ')・

水中に溶出,攻分りやや遊加し透呪^ i3低下する. Ill一部植マ" ･ |司一方法でと7 t'-だし律の

7"'レ9でン酸ヽふ'しそー;レを望素量ともi: 践Q ; んぶが他<i ソi> IS［iこ鳶丿．適明4(a羅

臼　f, こんぶダあ.) ．等級別日* こんぶの上乙中i］Is] りtの7"Iレクミン酸量と'U '卜下よ

りり夕夕い．鍔臼こんぶり鴻合蓄ぞは■中央部や柵ラしよング･レタsン酸づﾄ･レt －レ態客為

隻ともにすな' に迷眼

A 23 しし｀印すケース71オ手ド合量に及ぼす恥東条4牛hよび鋼現況l机系↑・)影響

　　　　光草夕短大　・森悦子　康良猿傅-r&L大　池内ま寸サ

　　　　条良々一大零､政　^奉今次

　目的　しいだけ<n も、とし;^ヵ々§ 吽政分であるれy 7ニ･し酸の調理加齢申の畜積を最

丸(c t る卜妁の乾象£w網理集糖を検討した。

　方冰　しし堕't りスフしアーぜ名杜およｙフ才入フ、ターぜ池杜は銅瓶と同夜､-刺定レ、

'リぐ核練量はS．hmiit -■t．㎞se.r' S<J|≪a,<|e.(一浪μより卒雨後｡りポ'－ス､ｌ定･i:した。S'-又7レ

オ千V量It. Γμp c A r｀抽出叱. 弟往反い吸;* ? -^･　ア･モ―ア･ エタノづレ泥庚ぐ･濤、

ｊしt'- ik.. ダーヌ7レオナダ- どと作用j tt . ま亀L た#, 肴祷映-i: 々ヽら尊出した。

　鮪畢　①乾乖絢のいヽ芦-･t の剛差調免し, 奎濃^ 40'C，60 t，万巻風乾燥俊　酵素革枕

k.森峡陶地物廣､・)消長芭調べた･巾X.以下の屍季ざ・ヽ荊処進条什に々りヽわb ずヽ顕^ '■<*

両峰素の失冶|ま銚勾られな々ヽつた。ho'c乾噪でほ. %クレアーごよりフォスファ1 - とり

方々゛｀失渚しf冴く。いぴ屍幕粕のしいいリ弱酸細二鯛節し芦崎かこの失弟r｀大ご｀ぷ、

代。

　官(D r乾季L T--い'た･r tc種｡々り耳'^L£友ご釦胤レぢ'－ヌクレ才乎I-･■t減量I 刺史し＆

との処理条叶<nで’)£考莱連}

　(2)レヽいtの乾季善桂Ｚ≒疼ぺ'･<f水分秦-f:に^しre ところで、しいた･ﾅ・･品^ 己必'C μ

保ちなが｀らI 時向加靫し再び吃蜂I 純け乾しいたり｀左帰島。この3k.いヽr=-けの1聊麟湊革

杜色詞べr- 巴ころ. 水分河島t b,'C加篤志神入し艮しいたIすでほ. ﾇ､ワレアーc; 1^ 比べ,

フォ入フ? ? - どの大地がヽを。とも顕%であ、た。各卜、二り条什z胤－し恥しいた'すは、

｣f 濃調理ｶﾛ組ドよるj'-5i フレT-yド・%痩量が最大T-"乱た。


